
地域研究会

地域通貨 Tarca （タルカ）

　「グローバリズムと地域経済」をテーマに、北海道社会の様々な問題に対する
具体的な対応策を研究する小樽商科大学の組織「地域研究会」では、テーマの
一つとして、地域内でのみ流通する通貨「地域通貨」を用いた地域経済の活性化
について研究しています。
　平成２４年１２月から、小樽市内の
一部店舗でのみ使用可能な地域通貨で
ある「Tarca（タルカ）」の流通実験を
開始しました。
　今回の実験では、地域通貨を小樽市
内のお店で使っていただくことで地域
経済の活性化を促すのみならず、小樽
市内でのボランティア活動及び地域貢
献に関する活動に対して地域通貨を配
布することで、地域でのボランティア
活動等の促進にも繋がっています。

正規授業科目

マジプロ
（地域連携キャリア開発）

　「マジプロ」とは、本学の授業科目「地域連携キャリア開発」の通称ですが、
元々は平成２０年度に教員と学生が立ちあげたプロジェクト「商大生が小樽の
活性化について本気（マジ）で考えるプロジェクト」の略称です。平成２１年
度に正課科目となりましたが、現在でも通称「マジプロ」と呼ばれています。
　この授業は、学生チームが地域の企業や自治体等から依頼された課題、ある
いは学生自らが発見した地域の課題に取り組み、実践を通じて地域活性化を図
る課題解決型の授業で、本学の特徴である「実学」の精神に基づいた、小樽商
科大学ならではの授業科目といえます。
　今年度は 12 の課題に学生約 70 名が取り組んで
おり、小樽運河の清掃活動を通じた市民力の向上
を目指す「小樽運河クリーンプロジェクト」や、
ご当地グルメとして注目を集める「小樽あんかけ
焼きそば」のプロモーションを目的としたラジオ
ドラマの制作など、産学官が連携した地域活性化
の取り組みを実施しています。

学長　山本眞樹夫

小樽商科大学の役割

　本学は、2011 年に創立百周年を迎えました。本学の百年は、地域に育てられ、
地域と共に歩んできた歴史です。そして、「地樹と共にある大学」という本学の
使命を再確認し、本学にとっての新たな世紀へと船出しようとしています。
　大学の地域連携、社会連携という場合、それは、大学にある知を社会に還元す
ることと理解されているようです。私は、それとは異なる考えを持っています。
大学に既にある知を作りだすこと、また地域社会と共に学生諸君を育てていくこ
とが連携の意味だと考えています。
　　　　　　　　　　　本学は専門分野からいって、「ものづくり」に対する直
　　　　　　　　　　接的な知を作りだすことはできないかもしれません。しか
　　　　　　　　　　し、「もの」はなぜ価値を持つのでしょうか。どうすれば、
　　　　　　　　　　その価値を一層高めることができるのでしょうか。商学と
　　　　　　　　　　いう分野は、そうした問いと連携できると考えています。
　　　　　　　　　　　北海道は、潜在的価値という観点からすると宝の山です。
　　　　　　　　　　大きな可能性をもつ希望の島です。本学は、今後とも、北
　　　　　　　　　　海道の活性化のために地域社会と連携していきたいと考え
　　　　　　　　　　ています。
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